
山
梨
・上
窪
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
山
梨
県
中
巨
摩
郡
玉
穂
町
下
河
東
字
天
神
木

２
　
調
査
期
間
　
　
一
一〇
〇
三
年
度
調
査
　
一
一〇
〇
四
年

（平
１６
）
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
玉
穂
町
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
今
村
直
樹

５
　
遺
跡
の
種
類
　
居
館
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
一
〓
一世
紀
―

一
五
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

上
窪
遺
跡
は
甲
府
盆
地
中
央
、
釜
無
川
と
笛
吹
川
の
合
流
地
点
に
ほ
ど
近
い

釜
無
川
扇
状
地
扇
端
部
に
位
置
し
て
い
る
。
区
画
整
理
事
業
に
伴
い
三
〇
〇

一

年
度
か
ら
発
掘
調
査
を
開
始
し
、

平
安
時
代
後
半
か
ら
室
町
時
代

ま
で
の
遺
構
を
確
認
し
て
い
る
。

今
回
報
告
す
る
笹
塔
婆
は
、
三

〇
〇
三
年
度
の
試
掘
調
査
時
に

出
土
し
た
も
の
で
あ
る
。

同

　

同
調
査
で
は
、
設
定
し
た
ト

甲
　
レ
ン
チ
と
平
行
し
て
溝
跡
が
確

認
さ
れ
た
。
そ
の
後
の
周
辺
調

査
で
こ
の
溝
跡
は
方
形
に
め
ぐ
る
区
画
溝
の
北
面
の
一
部
で
あ
る
こ
と
が
明
ら

か
と
な
っ
た
。
区
画
の
規
模
は
東
西
約
三
三
ｍ
、
南
北
は
推
定
四
五
ｍ
の
長
方

形
を
呈
し
、
ほ
ぼ
正
方
位
に
軸
を
合
わ
せ
て
い
る
。
区
画
内
で
は
試
掘
調
査
が

実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
遺
構
は
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
詳
細
は
明
ら
か
で
な
い
。

笹
塔
婆
は
、
北
面
の
溝
の
ち
ょ
う
ど
中
央
部
分
か
ら
、
か
わ
ら
け

・
石
製

品

。
礫
と
と
も
に

一
二
点
出
土
し
た
。
こ
れ
ら
は
重
な
っ
た
状
態
で

一
カ
所
か

ら
全
て
が
出
土
し
た
。
周
辺
で
は
、
三
点

一
組
と
な
る
よ
う
な
状
態
で
、
か
わ

ら
け
が
五
カ
所
か
ら
出
土
し
て
い
る
。
か
わ
ら
け
は
全
て
口
唇
部
を
久
き
、
周

囲
に
は
煤
の
付
着
し
た
礫
が
散
在
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
か
わ
ら
け
は

一
三
世

紀
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。

笹
塔
婆
が
出
土
し
た
区
画
溝
の
北
に
も
、
同
様
の
区
画
施
設
が
隣
接
し
て
い

る
。
こ
ち
ら
は

一
辺
が
六
五
―
七
〇
ｍ
の
正
方
形
で
南
北
軸
が
東
へ
若
干
振
れ
、

区
画
内
に
は
掘
立
柱
建
物
が
配
さ
れ
て
い
る
。
時
期
は

一
四
世
紀
後
半
か
ら

一

五
世
紀
に
か
け
て
と
新
し
く
、
笹
塔
婆
出
土
溝
と
は
時
期
を
異
に
す
る
。
両
者

の
関
係
な
ど
、
詳
細
は
今
後
の
調
査
整
理
作
業
を
待
つ
こ
と
と
し
た
い
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

ω
　
。
「南
元
昆
沙
門
天
王

〔主母
雁％
力
〕

名
南
元
□
□
気
神

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（牌こ

溢
粟
Ю
８
環
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「南
元
明
現
神

〔南
元
と

「
□
□
日
日

日
回

「南
元
文
殊
師
利
井

「南
元
武
答
天
神

「南
元
八
王
子
〔王
力
〕

「南
元
日
大
天
□

□
大
日
如
来

〔蛇
毒
気
力
〕

□
□
□
回

〔元
力
〕

ｘ
□
大
日
如
来

〔元
力
〕

×
口
昆
沙
門
天
王

□
答
天
□

口

□

〔王
力
〕

□
子

□
陀

（
Ｐ
］
『
）
×
Ｐ
∞
×
∞
　
ｏ
⇔
Ｐ
＊

（
Ｆ
］
∞
）
×

Ｐ
∞
×
］

ｏ
ｏ
μ
＊

（
『
∞
）
×
６
×
］

ｏ
⇔
Ｐ
＊

（
い
枷
）
×

Ｐ
∞
×
Ｐ
　
ｏ
Ｏ
解
＊

（
⇔
こ

×

Ｐ
Ｎ
×

］

ｏ
ｏ
Ｐ
＊

（
卜
し

×

Ｐ
ｏ
×

∞
　

ｏ
ｏ
牌

ｃ

ｅ

×

含

じ

×

Ｐ
　

ｏ
２

闊回

唸屏
(9)

ヴ

′

Ｎ
叫
２
１

く
ｈ

″

「



０
　
。
「南

×

【南
力
〕

。
「
［日イｙ（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（］〇）〉〈（ＰΦ）〉〈］
　
ＯωＰ

〔南
元
己

⑩
　
・
□
口
□

〔元
力
〕

・
ｘ
口
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（こ

溢
授
］
寓
牌

⑪

　

□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（Ｓ

益
契
∞
寓
μ

⑫

　

日
国

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（こ

Ｘ
∽）と

ｏ解

ω
ｌ
⑭
は
頭
部
を
圭
頭
状
に
し
、
①
②
い
は
左
右
ニ
カ
所
ず
つ
、
①
は

一
カ

所
に
そ
れ
ぞ
れ
切
り
込
み
を
入
れ
る
。
下
端
に
向
け
て
徐
々
に
細
く
な
っ
て
い

る
が
、
下
端
が
完
存
す
る
も
の
が
な
い
た
め
、
端
部
の
原
形
は
不
詳
で
あ
る
。

墨
書
の
残
り
は
良
好
な
も
の
が
多
く
、
「南
元
」
に
続
け
て
昆
沙
門
天
ω
、

大
日
如
来
①
①
の
仏
名
、
蛇
毒

全
号
蛇
）
気
神
⑪
Ｏ
、
武
答
天
神
①
⑦
、
人
王

子
い
な
ど
の
中
世
牛
頭
天
王
信
仰
に
関
わ
る
神
名
が
両
面
に
記
さ
れ
る
。
表
裏

の
組
み
合
わ
せ
は

一
様
で
は
な
く
、
表
裏
は
任
意
で
あ
る
。
⑪
⑫
も
本
来
笹
塔

婆
の
一
部
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
神
仏
名
の
笹
塔
婆
へ
の
記
載
は
、
神
仏
習

合
の
中
世
信
仰
世
界
を
遺
物
で
実
証
で
き
る
貴
重
な
資
料
と
い
え
よ
う
。

な
お
、
木
簡
の
釈
読
に
あ
た
つ
て
は
、
奈
良
文
化
財
研
究
所
史
料
調
査
室
の

方
々
の
ご
教
示
を
得
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（今
村
直
樹
）




